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玉名高等学校附属中学校 平成２８年度学校評価表

１ 学校教育目標
＊県教育委員会の示す教育指導の重点を踏まえ、三校訓の具現化に努め、徳・体・知の調和のとれた全人

教育を目指す。
＊本校の積み上げてきた教育方針に基づき、教職員が一体となって、家庭・地域との連携のもと活力ある

学校づくりを目指す。
（平成２８年度教育実践スローガン）

夢実現・可能性への挑戦 ～見えない学力の充実～
＊規則正しい生活習慣、良好な食生活、家庭学習の習慣化、読書習慣の定着、思いやりの心の育成。これ

らは学力の土台をなす「見えない学力」として、「玉高ＳＩ」実現に深く関わるものであるとの視点を
持ち、その実現に努める。

２ 本年度の重点目標
夢描き、大きく未来を切り拓いていくために創意工夫する人間力あふれる次代のリーダーの育成

「徳」の育成：自己肯定感及び他との共生感覚を基盤とした実践力のある豊かな心を育てる。
「体」の育成：「知」や「徳」の土台となる健やかな体を自己管理できる力を育てる。
「知」の育成：中高６年間を通し、自己教育力及び教科間のバランスよい高質の学力を育てる。

【努力目標】
附中生としての自覚を持たせ、教育活動を円滑に進めていきながら、中高６年間の教育内容を確立させ
るとともに、総合的な人間力を身につけさせて高校段階へ送る。

～各学年・発達段階に応じた、徳体知のバランス及び意欲をもつ生徒を育てる～

３ 自己評価総括表
評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

大項目 小項目 （主担当分掌）
中高合同職員会 中高合同職員会議 職員会議決定事項や運営 決議事項や伝達事項
議や運営委員会 や週１回の運営委 委員会の伝達事項を確実 については中学部会
における情報の 員会での協議事項 に周知徹底する道筋を確 や朝の打合せ等で行

共有 等を確実に周知し 立する。（副校長・教務部） Ｃ ったが、情報の共有
実践する。 がまだ不十分である。

また、職員の連携も
更に図る必要がある。

中学校職員会議 定期的に中学部会 中学部会等の検討事項を 行事のある時を除き、
教 育 課 題 の や分掌会議等に （週１回）を行い、 文書等で周知するととも 週１回の中学部会を
共 有 化 おける決定事項 その内容を確実に に実践化の場面を確保す 実施した。しかし、

の周知・実践 実践につないでい る。（副校長・教務部） Ｃ 部会の時間が不足し
く。 議論や協議が十分で

はなかったところも
ある。

職員研修の場や 定期的に職員研修 校内研究の課題を柱に全 各教科が様々なこと
学校 質の確保と実践 （研究テーマ研修 職員で授業公開等を充実 に取り組み、研究発

経営 化 及び課題別研修） させ取り組む。（校内研究 Ｃ 表も実施できた。た
（月１回程度）の 部・教務部） だ、月１回の課題別
充実を図る。 研修等の実施にまで

は至らなかった。
PDCAサイクル意 学力の実態を分析 PDCAサイクルの視点に立 学力の分析を更に精
識を持った学力 精査し、危機意識 ち、常に評価と改善意識 緻に行い、弱点克服

向上施策の実施 や展望を持った学 を持った学力向上対策を Ｂ や学力向上、指導法
力向上対策を行う。 講じていく。（進路指導部） の改善に更に取り組

む必要がある。
早期発見・早期 定期的、日常的な わずかな変化にも気づく 教育相談においては、
解決を意識した 教育相談等を通し よう神経を研ぎ澄ませ、 全職員で取り組むこ

スピード感のあ て、危機意識や展 人間関係のもつれや問題 Ｂ とができたが、情報
危 機 管 理 意 る規範意識の確 望を持ちながら仲 行動等を未然に防いでい を共有する時間の確
識 の 高 揚 立 間作りの取組充実 く。（生徒指導部） 保が十分でなかった

を図る。 点に課題が残る。
危機意識や展望 安全点検や避難訓 常に各事案の最悪の状態 常に危機感を念頭に
を持った各案件 練等（年間２回以 を想定しながら、先を見 置きながら、各学年
への対応・処理 上実施）を通して、 通した取組を行う。（生徒 との連携を密に行っ

危機意識や展望を 指導部） Ｂ た。更に先を見通し
持ちながら安全管 た判断力を身につけ
理対策の充実を図 る必要がある。
る。
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年間指導計画や 年間指導計画を精 年間指導計画や生徒の実 教育課程の円滑な実
生徒の実態に応 査しながら生徒の 態に応じて、教育課程を 施に向けて職員の協

じた適切な教育 実態に応じて適切 円滑に実施する。（教務部） Ｂ 力を得て円滑に実施
課程の実施 に教育課程を編成 できた。

する。 行事の実施場所の確
保等の課題も残る。

積極的な授業公 授業公開及び研究 校内外において積極的に ICTを活用した「未来
授業力の向 開や授業研究に 授業（全員１回以 授業公開、授業研究を行 の学校」創造プロジ
上 よる授業力向上 上）、生徒による授 い、全職員の授業力向上 ェクト研究推進校に

のための対策 業評価（年３回予 を図る。（校内研究部） 指定されたこともあ
定）等を通して授 り、職員の意識も高

業研究の充実を図 Ｂ まりつつある。公開
る。 授業等を通して各教

科で研鑽を行ってい
学力 る。
向上 職員全員の１回以上

の研究授業の実施等、
不十分な点もある。

中高教科会での 中高教科会におけ 中高教科会への参加によ 必要に応じて高校の

研鑽による教科 る研究協力を通し り教科指導における研鑽 Ｂ 職員とは連絡を密に
指導力の向上 て授業力の向上を を深める。（各教科） できている。

図る。
宅習時間等の課 週１６時間以上の 各担任と連携し、生徒個 課題等を各教科で出
題把握及び対策 家庭学習が確保で 々の宅習時間の分析を行 し、家庭学習を促す
による家庭学習 きるような意識の い、家庭学習の充実を図 取組を進めている。

の充実 高揚を図る。 る。（教務部） Ｃ 職員数が少ない現状
があるが、個に応じ

個に応じた た指導を充実させる
学習指導の よう更に工夫が必要
工夫改善 である。

少人数指導や習 英数等における少 学力に応じて少人数指導 数学・英語における
熟度別指導等の 人数指導や総合的 や習熟度別指導を有効に 少人数教育は適切に

効果的な指導方 な学習の時間等に 活用し、学力向上につな Ｂ 実施されている。そ
法の工夫改善 おけるTT指導の充 いでいく。（教務部） の効果については十

実を図る。 分に検証する必要が
ある。

中高一貫教育の ６年間の中高一貫 昨年度までに確立された 「学校改革」の流れ
システムの構築 教育を意識した教 ものを精査し、６年間の に沿って「総合的な

育システムの構築 教育システムのさらなる 学習の時間」におけ

を図る。 磨き上げを行う。（進路指 Ｂ る取組の再構成を柱
中高 ６年間を意 導部・教務部） に更なる磨き上げへ
一貫 識した中高 の足がかりができつ
教育 一貫教育の つある。
の 充実 生徒や保護者へ 生徒や保護者へ６ 保護者会や各種通信等を 若干名の他校進学者

推進 中高一貫教育の 年間の教育内容に 活用しながら、６年間の が見られたが、保護
趣旨の周知徹底 対する意識啓発を スパンで教育指導を行う 者会、三者面談等で

図り、全員が玉名 ことへの理解を進める。 Ｂ 中高一貫教育の意義
高校へ進学する。 （進路指導部・学年部） などへの理解に努め、

最小限にとどめるこ
とができた。

進路指導に生か 定期考査（年５回） 年間を通した定期考査や １０月の学力推移調
す各種考査等の や対外模試等（年 対外模試等を生かし、進 査は、３年生５４．
在り方の工夫改 ２回以上）を有効 路指導および授業改善の ０、２年生５３．６、
善 活用した６年間の 有効な資料として活用し １年生５３．５と目

進路指導システム ていく。結果を分析し、 標には若干到達する
進路指導シ の構築を図る。特 教育相談・三者面談・保 ことができなかった

キャ ステムの構 に対外模試におい 護者会等で活用する。（進 Ｂ が、２，３年生は昨
リア 築 ては、全国に肩を 路指導部） 年度１０月よりもそ
教育 並べられるような れぞれ１．６、１．
（進 学力を目指す。（ベ ４ポイント上昇した。
路指 ネッセ１０月模試 また、１年生はこれ
導） 偏差値３年生５６、 までの１年生１０月

２年生５５、１年 の結果の中で最も高
生５４） い数値になった。

学活や総学、集 高校卒業後を見据 学活や総学、集会等の指 進路講演会やキャリ
進路意識の 会等による進路 えた生徒の進路意 導を通して、生徒の進路 ア教育講演会等で、

高揚 意識の高揚 識の高揚のための 意識の高揚を図る。（進路 Ｂ 生徒の進路意識の高
啓発施策を図る。 指導部・学年部） 揚を図ることができ

た。
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様々な教育活動 日常の教科指導や 学活や集会、通信等を通 朝の健康観察等を通
を通した健康的 保健指導等を通し して、健康の大切さを理 して、生徒の健康状

な生活リズムの て健康的な日常生 解させ、健康的な生活リ Ｂ 態の把握に努めるこ
確立 活リズムの確立を ズムを確立させる。（生徒 とで、早期発見・早

図る。 指導部・学年部） 期対応ができた。
日常指導等を通 服装・頭髪等の整 日常指導や定期的な整容 生徒会や生活委員会
じた生活習慣の 容面における生活 検査、校門一礼の徹底等 を中心に整容検査や

基本的生活 確立 習慣の確立を図る。 を通じて、生活習慣を確 Ｂ 校門一礼の徹底等、
習慣の確立 立させ、発達段階に応じ 生徒が主体的に取り

た自立の育成を図る。（生 組むことができた。
徒指導部・学年部）

自転車や公共交 登下校における自 学校集会や日常指導、通 二重ロックの徹底が
生徒 通機関の乗り方 転車の安全な乗り 信等を通じて啓発し、交 できなかった。また、
指導 等における安全 方や公共交通機関 通マナー等を守らせるこ 自転車通学、電車・、

感覚やマナーの でのマナー等の確 とで未然に事故を防止で Ｃ バス通学生のマナー
育成 立を図る。 きるような生徒の育成を 等に課題が残った。

目指す。（生徒指導部・学
年部）

生徒会や委員会 主体的に取り組む 生徒会や委員会活動を通 各委員会活動を通し
活動等を通した 生徒会活動の確立 じて、高校生に頼らなく た活動はできたが、

生徒会や部 自治能力の育成 を図る。（月１回以 てよい主体的な自治精神 Ｂ 積極的な自治活動に
活動等の生 上実施） を育成していく。（生徒指 は至らなかった。
徒活動の活 導部）
性化 文武両道に則っ 文武両道に則った 活動場所や時間等の制限 生徒たちに完全下校

た効率のよい部 効率のよい、密度 がある中で、効率よく充 時間の認識はあるも

活動の推進 の濃い部活動を行 実した部活動を進めてい Ｃ のの、時間ぎりぎり
う。 く。（生徒指導部・保健環 の下校が目立った。

境部）
人権感覚を磨く 教職員の人権感覚 職員研修等を通じて、職 熊本地震の影響もあ
質の高い職員研 を磨くための職員 員同士で人権感覚を磨い り、当初予定してい

職員研修の 修の実施 研修の充実を図る。 ていく。また、年に１回 た全職員の研修参加

充実による （中高合同及び独 以上研修会に参加する。 Ｃ を果たすことができ
人権意識の 自実施） （人権教育部） なかった。また、職
高揚 員同士で日頃の取組

を振り返る機会が少
人権 なかった。
教育 指導内容や 年間指導計画の 年間指導計画を精 年間指導計画を精査しな 各学年、年間指導計

の 方法の工夫 精査及び生徒の 査し、それに基づ がら、実態に即した指導 Ｂ 画に基づき、学習を
推進 改善 実態に応じた人 いた人権学習の質 内容を考え人権学習の充 進めることができた。

権学習の実施 的充実を図る。 実を図る。（人権教育部）
「命を大切にす 指導計画を構築・ 指導計画を精査しながら、 指導計画を見直し各

「命を大切 る心」を育む指 精査し、それに基 実態に即した指導内容を 教科で命を大切にす
にする心」 導計画を確立さ づいた「命の教育」 考え、命の教育の充実を る学習を実施をする

を育む指導 せ、行動化する の質的充実を図る。 図り、生徒の行動化につ Ｂ ことができた。また、
の充実 ための方策の策 日常的にそれに基 なぐ。（人権教育部） 年２回の人権集会を

定 づく教育実践がで 実施し、日頃の取組
きるよう、職員へ を深めることができ
徹底する。 た。

日常指導等を通 全校生徒が安心し 日常指導や集会、生徒会 月１回の「心のアン
した周知、いじ て生活できる学校 や委員会活動、月１回の ケート」を行うこと
め根絶のための づくりを目指す。 「心のアンケート」、教育 で、生徒たちの思い
意識高揚と不登 いじめや不登校生 相談等を通して、いじめ を把握し、速やかに
校生徒や保健室 徒を出さないため ゼロ等の取組を進めてい 対応することで相談
登校生徒への支 の体制作りや日常 く。 しやすい雰囲気づく
援 的な指導の在り方 「心のきずなを深める月 りに努めた。

いじ いじめ根絶 の工夫を図る。（い 間」の取組で生徒が書い 人権作文や人権標語
めの と不登校ゼ じめゼロを目指す） た人権作文や人権標語の は全校生徒で取り組

防止 ロの取組 紹介を行う。 Ｂ み、人権集会や校内
「いじめゼロ」宣言文の 掲示で紹介すること
確認をし、全校生徒で読 により校内の人権意
み上げる。 識を高めることがで
（生徒指導部・人権教育 きた。
部・生徒会） 生徒会執行部の働き

かけにより、月１回
の生徒朝会で「いじ
めゼロ」宣言文の唱
和を行うことができ
た。
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様々な情報をも 特別支援を要する 小学校や各種検査等の情 中学部会や生徒支援
とにした特別な 生徒の把握と個別 報をはじめ校内での連絡 委員会、人権教育推
支援を要する生 の教育支援計画等 を密にし、特別な支援を 進委員会で小まめに

一人ひとり 徒の把握及び適 の策定を図る。 要する生徒を把握、支援 Ｂ 情報交換を行い、生
特別 のニーズに 切な支援 計画等を策定するととも 徒の把握に努めるこ
支援 応じた特別 に 、適切な支援を行う。（人 とができた。
教育 支援体制の 権教育部）

確立 職員研修をもと 教職員の特別支援 中高合同の研修や校外研 講師による研修を通
にした特別支援 教育に関する研修 修を通して、個に応じた して、具体的な特別

の在り方につい の充実を図る。（年 特別支援の在り方の研鑽 Ｂ 支援教育の方法につ
ての研鑽 １回以上） を深める。（人権教育部） いて理解を深めるこ

とができた。
研修を通した教 生徒の環境保全意 中高合同による研修を深 裏紙利用や消灯など

職員の環境保全 識を高めるための め、まずは教職員の環境 Ｂ 取り組めたと思う。
学校版環境I 意識の高揚 指導方法の工夫改 保全意識を醸成する。（保 今後も資源の有効活

環境 S Oの視点に 善を図る。 健環境部） 用を心がけていく。
教育 たった環境 生徒会による環 中高連携による学 中高の生徒会活動等を通 生徒会活動は活発で、

教育の充実 境ISO実践の充実 校版環境ISOの取組 して生徒の意識を高め、 Ｂ 生徒は主体的に取り
の推進を図る。 学校版環境ISOの取組を推 組んでいる。更に活

進する。（保健環境部） 動を活発にしたい。
日常指導や学活 食育や性教育の充 日常指導及び学活等を通 フッ化物洗口等日常
等を通した生徒 実をはじめ健康診 して健康で安全な生活を 的な指導はできたが、

健康で安全 の健康・安全意 断等の活用による 意識した生徒の育成を図 Ｂ 早めの感染症予防対
な学校生活 識の高揚 生徒の健康増進の る。（保健環境部） 策が必要であった。

安全 のための意 ための取組の充実
管理 識高揚と校 を図る。

内体制の確 防災対策の確実 災害や不審者等の 防災対策を確認するとと 避難訓練等は、事前
立 な理解と避難訓 防災対策の確立と もに避難訓練等により生 指導も含め生徒たち

練等による生徒 生徒の危機管理意 徒の危機管理意識を高め Ｂ は真剣に取り組むこ
の危機管理意識 識の高揚を図る。 る。（保健環境部） とができた。今後も
の高揚 継続的に指導してい

きたい。
生徒の情報管理 情報の正しい利活 各種の研修を踏まえ、生 タブレットを使った
や情報モラルに 用のためのノウハ 徒の実態に応じて情報管 情報モラル教育を各

情報 情報の正し 関する意識の高 ウの習得及び情報 理や情報モラルに関する クラスで道徳の時間

教育 い活用と意 揚 モラル意識の育成 意識を高める。また、保 Ｂ に実施できた。保護
識の高揚 を図る。 護者会等で保護者向けの 者への啓発には課題

講演会を実施し、保護者 が残る。
の意識の高揚と情報の提
供を図る。（情報管理部）

よりよい読書活 学校図書館や良書 毎月４日を「玉附読書の 読書に親しむ姿勢は
動を通した学力 推薦を通して読書 日」と定め、良書に親し 全生徒身につけるこ

読書 読書による と豊かな心の育 を推進していく。 むことを意識させながら、 とができた。目標の

指導 学力と豊か 成 学校図書館利用に 学力と豊かな心の育成に Ｃ ５０冊には届かない
な心の育成 関しては年間一人 つなげる。また、読書の 生徒がまだ多くいる

当たり５０冊以上 歩み（読書カード）によ ことが課題である。
を目標とする。 り生徒の読書の状況を確

認する。（図書部）
各種便りや授業 学級便り（週１回 各種便りや授業参観等を 各学期の授業参観や
参観等を通した 程度）や授業参観 通して、確実に保護者等 毎週の学級通信等を

保護者との連携 （年３回）等の情 へ情報を提供していくこ Ｂ 通して情報提供がな
と協力体制の確 報提供による保護 とで、連携協力体制を固 されている。

保護者や育 立 者との連携協力の めていく。（副校長・学年
友会組織と 充実を図る。 部）
の連携 中高の職員と育 中高連携による育 中高連携の育友会組織を 中学校育友会の連携

友会役員とが連 友会組織の確立と 職員と育友会役員との連 は図れているが、中

保護 携し合う円滑な 取組の充実を図る。 携のもとで充実させる。 Ｃ 高連携という意味で
者・ 育友会組織の運 （副校長・総務部） の連携はまだ不十分
地域 営 である。
との 様々な教育活動 生徒の学習活動に 総合的な学習の時間や学 １年総学では地域清
連携 の中で、地域社 おける地域への奉 活、学校行事等を通じて、 掃ボランティア活動

会に役立つよう 仕活動等の取組と 地域社会に貢献する活動 Ｂ に取り組み、地域に
な奉仕活動等の 充実を図る。（年1 を取り込んでいく。（学年 貢献する意識を高め

地域への貢 検討と実施 回以上） 部） ることができた。
献を意識し 教職員各自の地 教職員の地域住民 教職員自身が地域の一員 土曜日授業や休日の
た取組の確 域における奉仕 としての奉仕活動 として、地域活動に参加 部活動指導等で地域
立 活動の奨励と、 等を促すとともに したり、行政や近隣学校 の活動には参加でき

行政や近隣学校 行政や近隣学校等 等との連携協力について、 Ｃ ていない。長期休業
等との連携 との連携を図る。 適切な取組を行っていく。 等を利用して地域と

（全職員） の連携を深めていき
たい。



- 5 -

４ 学校関係者評価
自己評価（教職員）及び外部アンケート（生徒・保護者）を受け、平成２９年２月１６日実施の学校関

係者評価委員会において、意見や助言をいただいた。全体として、本校への期待が大きく、高い評価を得
た。主な意見等については以下のとおりである。

・分析結果を学校運営に生かしていこうという視点が学べてよかった。
・本当の話を率直に語り合える場づくりに敬服する。
・丁寧な分析を行っていただきありがたく思う。先生方の日々の頑張りが成果として表れつつあると思
う。

・とても興味がある行事が思ったよりたくさんある。
・先生方が厳しく取り組んでおられることを評価から感じた。
・中学の段階から大学の体験講義を受けることは、生徒自身が将来を考えるよい機会である。
・進学校の特色を生かしながら、子供の全人格教育により一層努められることを願う。
・今後とも小中校長会と連携を取ってもらいたい。
・反省すべきは真剣に検討し、正直な数字に表れる部分の奥にあるものに立ち向かってもらいたい。
・附属中の取組と全日制での取組の連携がどうなのかと思う。中高一貫教育校での特色を生かしてほし
い。

・中高一貫教育校ならではの取組をもっと全面に押し出していくことが、附属中への入学希望者数を増
やしていくことになると思う。

５ 総合評価
今年度は高校３年生まで中進生（附属中学校から玉名高校に進学する生徒）が揃い、完成年度を迎えた。

検証の年と位置づけ、更なる授業の充実を第一に考え、規律ある学校経営が求められる一年であった。

平成２８年度教育実践スローガンとして～夢実現・可能性への挑戦～を掲げ、中１生の九州大学訪問や
中２生の熊本大学研修、中３生の英語合宿研修等、本校独自の教育活動を実践した。また、英語検定や漢
字検定、日本語検定等にも積極的に取り組むことができた。さらに、学習においても中高一貫教育校対象
の「学力推移調査（ベネッセ）」を指標として、中３生には偏差値56と高い目標を立て取り組んだ。また、
２回の「共通テスト」を受検させ、５教科計で１７５点を目標に取り組むことで、中３生としての意識の
向上と中弛み防止に努めた。結果は、数値目標までもう少しのところであった。中２生では、入学以降ず
っと上向きの状況が続いていたが、最後は少し数値を下げてしまった（54.7→53.6）。また、成績の下位層
の底上げと上位層の育成という課題が残る結果であった。中１生は上向きの状況であり（52.0→53.5）、過
去５年間で一番良い結果を収めている。特に数学の躍進は顕著である（50.8→55.1）。学年、各教科で結果
分析及び今後の取組について協議し、今後の方向性について共通理解を図った。

評価としては全体的に厳しい評価となっている。情報共有が不足していたり、職員の連携がうまく図れ
ていないという反省もあるが、一方で職員の「意識が高いこと」と「もっとやれる」という意識の表れと
いう側面もある。本校生は素晴らしい能力を秘めているが、今後更に創意工夫を凝らした教育活動を展開
する必要性がある。

６ 次年度への課題・改善方策
（１）学力の向上

中３生は、学力推移調査偏差値56、共通テスト（２回）１７５点以上という数値目標を立て取り組ん
だが、すべての目標をクリアすることはできなかった。中１生、中２生も数値目標には若干到達でき
なかったが、上向きの状況である。
○改善方策
・本年度は、生徒並びに保護者の進路意識の向上を図るため、学力推移調査や定期考査の結果を学年

や各教科で分析した。課題や今後の取り組みについて、生徒には学年集会、保護者には授業参観時
の学年保護者会で説明を行った。説明の方法・内容については、今後も職員間で協議・検討し、継
続していきたい。また、生徒並びに保護者向けの進路講演会等を計画的に実施することで、進路意
識の高揚に努めたい。

・成績不振者については、長期休業等に補講を行うことで、学習方法や予習・復習の大切さ等、基本
的なことができているかを確認し、学習の大切さを十分に理解させたい。

（２）不登校生徒（３０日以上の欠席）の増加
５５の小学校からの在籍生徒がいる中、成績不振や悩みを抱えた生徒と関わる時間の確保等、課題が
多い。
○改善方策
・「仲間づくり」を基礎に据えた教育活動を進める。生徒同士の教え合い学び合いを大切にし、生徒会

活動等、生徒が主体的な取り組みができるよう支援していきたい。
・ＳＣ（スクールカウンセラー）や心療内科、関係機関等と連携を図りながら計画的に対処していき
たい。

・中学部会等で情報共有を行っているが、より一層早期発見・初期対応を心がけたい。
（３）「豊かな心」の育成

現状では、毎月定例のいじめ実態把握調査「月例・心のアンケート」及び、学期に１度の定期教育相
談、年２回の人権集会等により、生徒たちの人間関係等を細かく丁寧に把握し、スピード感を持って
対応しているが、いじめアンケートで複数の生徒が「いじめを受けたことがある」と回答するなど課
題もある。
○改善方策
・全職員が「いじめは許すことのできないことである」という共通認識のもと、「いじめ等はいつでも

どこでも誰にでも起こりうる」ものと考え、常に危機感を持って取り組んでいく必要がある。
（４）中高一貫教育校としての（６年間を見据えた）教育の在り方

・中高一貫教育校として、本校の進むべき方向を示した「玉高ＳＩ」による教育実践を組織として取
り組み、校務分掌や学年等、定期的（学期毎）に検証する。反省すべき点や改善が必要な点につい
ては、速やかに改善が図れるよう全職員で協議・検討し、改善を図りたい。


